
（１）　講　師　　 さんきら自然塾　　水本　孝志　先生
 地域歴史家　　　　片倉　正敏　先生

（２）　日　時　　 令和３年11月26日（金）　９時30分から

（３）　概　要

（４）　感想・考察

　〈 事 業 内 容 〉

趣旨・目的
公民館婦人学級の一環として松蔭小学校４年生と大人でお四国山へ登り、史跡や

多くの自然を観察し、郷土の理解と自然との共生を学ぶ。

対　象 小学生・一般地域住民・公民館 参加人数 50人
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様式１ ちょっと自慢の公民館活動
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お四国山を登るとすぐに、郷土の西井久八氏像や酒井宗
太郎氏像があります。先生の説明が始まると子供たちは熱
心にメモを取りながら聞きました。
行く先々の道に、かわいい野菊や野いちご、からすうり等
たくさんの自然に触れ、心が安らぎました。
数々のお地蔵さんの前を通り、お地蔵さんの前垂れをそっとめくって、ヤモリの隠れ蓑(みの)
ともいえる住処(すみか)を見つけようとしましたが、見つかりませんでした。
建徳寺に着くと、途中で拾ったさまざまな色や形の落葉を地面に並べ、木の葉の移り変わり
の様子を観察しました。
水本先生から「木も人間と一緒で、生きていくための知恵やそれぞれの役割がある」と教わり
ました。まさに「自然の生命力の強さ」を再確認しました。
頂上にある弘法大師像の広場で記念写真を撮りました。全員で右手を胸に置き、感謝の意を
込め、声を合わせひと言、「エコロジー！」。みんな笑顔で観察会は終了しました。

帰り道は、子供たちとの会話も弾みました。
心配だった足の筋肉のうめき感もなく、心地よ
い汗をかき、心も体もリフレッシュできた一日と
なりました。

【自然観察】

【「エコロジー」でポーズ】


